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さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
に
取
り
組
む
市
内

の
小
・
中
学
校
に
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の

実
施
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
各
学
校
の

取
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
環
境
保
全
に

対
す
る
意
識
向
上
を
図
る
た
め
「
長
浜
市
エ

コ
ス
ク
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

結
果
、
小
学
校
22
校
、
中
学
校
１
校
か
ら

応
募
が
あ
り
、
生
徒
の
主
体
性
や
地
域
と
の

関
わ
り
、
創
意
工
夫
、
環
境
へ
の
効
果
な
ど

を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
４
校
の
入
賞
が
決
ま

り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　
　
田
根
小
学
校

「
地
域
の
自
然
を
知
る
活
動
」
と
し
て
、

西
池
で
実
際
に
ボ
ー
ト
に
乗
り
豊
か
な
自
然

に
親
し
む
と
と
も
に
、
生
態
系
や
美
し
い
景

観
な
ど
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
、「
地
域

の
自
然
は
み
ん
な
で
守
る
」
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
や
、「
自
然
に
働
き
か

け
る
活
動
」
と
し
て
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の

設
置
や
地
域
清
掃
を
、
ま
た
、「
自
然
に
親
し

む
活
動
」
と
し
て
学
校
や
地
域
に
花
を
咲
か

せ
る
た
め
、
種
ま
き
か
ら
開
花
ま
で
を
世
話

す
る
な
ど
、「
自
然
」
を
テ
ー
マ
に
年
間
を
通

し
て
様
々
な
活
動
を
し
て
き
た
点
を
高
く
評

価
し
ま
し
た
。

優
秀
賞
　
　
神
照
小
学
校

「
緑
い
っ
ぱ
い
、
花
い
っ
ぱ
い
の
神
照
小

学
校
」
を
合
言
葉
に
、
花
づ
く
り
や
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
の
設
置
に
取
り
組
み
、
こ
の
取

組
み
を
地
域
に
も
広
げ
よ
う
と
、
老
人
会
や

子
ど
も
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
と
一

緒
に
種
ま
き
か
ら
苗
づ
く
り
、
定
植
ま
で
行

い
、
各
家
庭
や
町
内
を
花
い
っ
ぱ
い
に
す
る

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
環
境
保
全
活
動
に
取

り
組
ん
だ
点
を
評
価
し
ま
し
た
。

優
秀
賞
　
　
高
月
小
学
校

「
高
月
の
自
然
か
ら
見
え
る
も
の
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
地
域
の
草
花
や
大
樹
、
米
づ

く
り
、
野
鳥
な
ど
、
身
近
な
自
然
・
素
材
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
観
察
や
調
査
な
ど
体
験

的
な
活
動
を
実
施
し
、「
野
神
さ
ん
」
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
樹
齢
３
０
０
年
以
上
の
ケ

ヤ
キ
や
ス
ギ
を
守
る
地
域
の
人
々
の
思
い
に

ふ
れ
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る

な
ど
、
地
域
資
源
を
大
切
に
し
た
学
習
を
評

価
し
ま
し
た
。

優
秀
賞
　
　
余
呉
小
学
校

ゴ
ー
ヤ
や
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
に
よ
る
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
設
置
や
紙
資
源
・
ア
ル
ミ
缶
の

回
収
の
ほ
か
、「
自
然
・
生
き
物
活
動
」
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
に
群
生
し
て
い

る
野
蕗
の
採
集
や
昔
か
ら
伝
統
的
に
行
わ
れ

て
い
る
赤
カ
ブ
栽
培
の
学
習
、
木
の
植
付
、

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
や
水
生
生
物
調
査
な
ど
、
自

然
へ
働
き
か
け
る
学
習
や
余
呉
湖
に
面
し
た

地
域
な
ら
で
は
の
活
動
を
評
価
し
ま
し
た
。

■問
環
境
保
全
課

（
7
６
５
―
６
５
１
３
）

行 
政 
infomation

「
長
浜
市
エ
コ
ス
ク
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」

最
優
秀
・
優
秀
校
が
決
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
市
民
団
体
が
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
通

じ
て
公
益
の
増
進
に
取
り
組
ん
だ

事
業
に
敬
意
を
表
し
、「
な
が
は
ま

絆
発
電
。」
と
し
て
認
定
し
て
い
ま

す
。

こ
の
度
、
地
域
の
防
災
対
策
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
等
に
貢

献
し
て
い
る
４
事
業
を
初
め
て

「
な
が
は
ま
絆
発
電
。」
に
認
定
し

ま
し
た
。

４
団
体
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か

ら
も
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い
と
意

欲
的
で
す
。

こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
活
動
が
、

市
内
全
域
に
広
が
る
よ
う
先
進
事

例
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

行 
政 
infomation

「
な
が
は
ま
絆
発
電
。」
と
し
て
４
事
業
を
認
定
し
ま
し
た

▲田根小学校
西池観察(上)と
地域清掃(右)

▲高月小学校　野神さん

▲神照小学校　花壇づくり

▼余呉小学校　野蕗採集

行 
政 
infomation

行
財
政
運
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
市

が
保
有
す
る
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
更
新
・

統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
着
手
し
ま
す
。

今
回
、
そ
の
取
組
み
に
つ
い
て
広
く
審
議

す
る
機
関
と
し
て
、
長
浜
市
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
委
員
会
を
設
置
す
る
に
あ
た

り
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
１
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

選
考
に
よ
り
決
定
）

【
募
集
期
間
】
４
月
15
日
（
火
）

〜
５
月
２
日
（
金
）

【
任
　
　
期
】
委
嘱
の
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
末
日
ま
で

【
応
募
資
格
】
次
の
全
て
を
満
た
す
人

①
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳
以
上
（
平

成
26
年
４
月
１
日
現
在
）
の
人

②
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は
常
勤

の
公
務
員
で
な
い
人

③
平
日
日
中
の
会
議
で
も
出
席
で
き
る
人

（
開
催
回
数
は
５
回
程
度
を
予
定
）

【
応
募
方
法
】

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
左
記
ま
で
。

■問行政経営改革室（7６５－６７０２）

長浜市公共施設マネジメント推進委員会の委員を募集します

■申
環
境
保
全
課
（
7
６
５
―
６
５
１
３
）

▲3/23認定証授与式を行いました

▲認定プレート

速水学区・地域づくり協議会
太陽光発電1.05kW

ながはまアメニティ会議
太陽光発電　6.08kW

太陽光から生み出され
たエネルギーを上手に活
用し、湖北の冬の風物詩
となったイルミネーショ
ン事業を行い、多くの人
を和ませている。

従来から取り組んできた環境啓
発事業に加えて、今回整備した太
陽光発電システムを活用し、自然
エネルギーを学ぶ場の提供等を計
画している。

▲イルミネーション事業

高野自治会
太陽光発電9.80kW
蓄電池7.2kWh

災害時には地域住民の一時避難所となる自治会館
の防災機能向上に努めるとともに、この設備を活用
し地域コミュニティの活性化に取り組んでいる。

中浜自治会
太陽光発電6.31kW
蓄電池7.2kWh

環
境
啓
発
イ
ベ
ン
ト

▲

問合せ・応募先
行政経営改革室〈本館２階〉
〒526－8501 高田町12番34号
5６３－４１１１
gyoukaku@city.nagahama.lg.jp

※応募用紙は、行政経営改革室
で配付（郵送）します。また、
市ホームページからダウンロ
ードすることもできます。

Eメール 


